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～やってみよう 楽しみながら ごみ減量～

市民や市民団体、事業者のごみ減量に関する取り組みを紹介します

とは

ごみを減らすための３つのキーワードです
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地域ぐるみでリユース「鶴川バザー」

地域の交流の場として毎回
楽しみにしています。

昨年 5月 26日の春の開催では
３R推進課も参加しました。
スケルトンごみ収集車 "みえる
くん "も大人気です。

鶴川団地センター名店街・鶴川団地自治会ではこんな取組もしています鶴川団地センター名店街・鶴川団地自治会ではこんな取組もしています鶴川団地センター名店街・鶴川団地自治会ではこんな取組もしています

　毎月第4土曜日、午前10時から午後3時まで
開催しています。
※�陶磁器や家庭金物、ペットボトルの蓋、廃食用
油など無料で回収してリサイクルしています。

リサイクル広場

　鶴川団地とセンター商店街の間の
公道を走り、高齢の方を送迎してい
ます。排出ガスゼロの、エコな交通
です。

全国発！電動カート

　団地内のごみ集積所に大型生ごみ処理機を
設置して、生ごみの減量に取り組んでいます。
※�貸出制度については【町田市ホームページ】
をご覧ください。

大型生ごみ処理機

特設ステージではコンサートや
踊りの発表などもありとても
盛り上がりました。

大切にしていたものがまた使って
もらえるのですごくうれしいです。

地域の
取り組みを
紹介

　鶴川団地センター名店街の主催で、鶴川団地「太陽のひろば」にて秋のバザーが 10月 27日（日）に開催されました。
このバザーは毎年春と秋の 2回開催されており、団体と個人を含め約 30の出展があり、2,000 人以上の来客で賑わいます。
おもちゃや食器などバザーには掘り出し物がたくさんあり、ステージや模擬店も開設されて毎回活気に満ちています。
　鶴川団地では、地域ぐるみで必要なくなった物も春と秋のバザーでリユースしています。
　「鶴川バザー」は、環境意識の向上、商店街の活性化、地域団体やサークルの交流の場として始まりました。今年でなん
と 36年目！今や、すっかり地域の恒例行事となっています。皆さまの地域でもぜひ開催してみませんか？


